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＜連絡事項＞
・古川JGMより、退院支援管理表の入力は本日までの為、入力してください。
＜患者様連絡事項＞
・馬場　英世様～退院指示出ている。退院時処方も処方済み。Drへ情報提供書再度依頼している。陰部の発赤続いている為、南山苑へ退院後も皮膚科継続していくこととなる。
・岡村　トミ様～主病名について主治医へ確認し「アルツハイマー型認知症」とのことで、大川SWに伝えている。
・角谷　守通様～主治医より、採血、胸部CT指示あり施行。田中Dr不在の為、田名部Drより12/16分の点滴処方。抗生剤の点滴は今回処方指示せず、田中Drへ指示を仰ぐよう指示あり。15：45田中Dr診察、点滴2本（12/17～12/18）、タゾピペ　4.5g　1V+生食100ml　1日3回（12/16～12/18）指示あり。胸部CTと採血結果確認済み。健康摂食可能の方だが、現在の意識レベルが低く、声掛けにも十分な反応ない為、訓練食の併用をしながらしばらく経管栄養でフォローするよう指示あり。ご家族様へ経管栄養について電話にて説明、田中Drより説明受けてから経管栄養開始するか検討したいとの事。14：00病状説明面談予定とする。面談前にガラス越しに状態をみせてから面談したいと田中Drより依頼あり。
・加賀　イト様～12/16よりパン禁となる。
・山田　みつゑ様～右踵部表皮剥離あり、アズノール+ガーゼ保護施行。次週皮膚科追加予定とする。
＜皮膚科診察＞

・吉田レイ子様～胸背部丘疹、オイラックス軟膏→デルモゾール軟膏へ変更。他、同処置継続。
・角谷　守通様～両上肢、右足底の水疱破れたらテラマイシン軟膏+ガーゼ。臀部同処置。
・馬場　英世様～稍軽快にて、同処置継続。クラリスロマイシン2錠　朝夕後　5日分処方。飲み切り止めとなる。
・他、同内容処置継続となっている。
＜安ヶ平Dr診察＞

・処方変更患者様なし。
＜要注目患者様＞
・佐々木　忠明様～食事時、椅子へ移乗し自力摂取にて全量摂取。「起きれない」などと依存的。患部の疼痛訴えあるも自制内で経過。時折、帰宅要求みられるも、傾聴にて落ち着く事出来ている。
・手塚　辰明様～朝食時、自室で臥床し過ごされている。声かけ行うも「見ろ。服盗られて何にもねえ。」「何にも食べたくねえ」と物盗られ妄想様の発言や拒食見られている。内服は無言で服用。その後、臥床し過ごす。昼食は訴えなく摂取している。
・中村　さつ様～23:20再入眠困難感訴えあり不眠時ゾルピデム内服。3時頃より体動活発にして浅眠。日中は臥床していること多い為、離床促していく。
・角谷　守通様～体温36.3℃、脈拍96回/分、血圧124/60㎜Hg、酸素飽和度96％。ほぼ閉眼し休まれているが、介入に対ししかめ面している。抵抗見られず。
・助川　節子様～起床時、「迎えに来る」と頑なに離床拒否みられる。再三の促しにてホールへ移動後、全量摂取。昼食は訴えなく摂取している。
・中市　正治様～バイタルサイン異常なし。食事は各食全量摂取されている。特に身体不調の訴えは聞かれず。
・橋本　喜久子様～昼食時独語活発にて食事に時間と再三の声掛け要している。

・田沼　清子様～相手を変えては手を繋いで歩いたり、一方的に話し掛けたりしている。他干渉・つきまとい継続。
・松森　英作様～自室が分からず他室で寝ている。介入に対し、拒否的言動は無いがムスッとしている。
・鈴木　徳美様～オムツ内に排便あり、下血なし。
・吉田　レイ子様～朝食摂ろうとされず、介助でも開口せず。補食と数口のみの摂取である。排泄（+）
